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 今号の内容 今号の内容

　１２月２４日、愛知コミュニティセンターにて愛知小学校１年生から６年生までを対象に「あいちこども楽校」
が開催されました。
　当日は３２名の子どもの参加があり、午前中は各自、冬休みの宿題に取り組みました。その後楽しみにし
ていた昼食メニューはスタッフ手作りのおでんとおにぎりで、愛情たっぷりの食事にみんな「おいしい！」と
たくさん笑顔がみられました。
　昼食後は、百人一首、福笑い、トランプなどレクリエーションを地域の方と子どもたちで一緒に楽しみました。
　この取り組みは、学区の集いの場「おしゃべりサロン」の運営者の方をはじめ、教員OBや区政協力委員
の方々の協力のもと開催されています。主催された地域の方は「子どもたちの笑顔や、おいしいという
言葉に元気をもらえている」とおっしゃられ、学習、食事、レクリエーション、手作りのプレゼントなど何日
も前から準備するなど、子どもたちへの想いがとても伝わります。
　社会福祉協議会では、このような世代を超えた地域のつながりづくりを応援しています。

あいち子ども楽校あいち子ども楽校あいち子ども楽校

社協だより

ウェル WelはWelfare（ウェルフェアー）＝幸福、福祉という意味の英語からとりました。

社会福祉法人名古屋市中川区社会福祉協議会
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　中島学区では、住民同士で学区内のちょっとした困りごとの相談を受け、地域のボランティアでお助け
をする「地域支えあい事業」を実施しています。

　中島学区で相談窓口を始めて今年で丸５年を迎え、
このたび名古屋市社会福祉協議会より感謝状の贈呈
を受けました！

支えあい相談窓口開設５周年！
　　　～感謝状が贈呈されました～

毎週水・金曜日 10：00～12：00、中島公民館にて開設相談窓口 080－4182－9690連絡先

　地域支えあい事業とは、ゴミ出し、蛍光灯の取り換えなどのちょっとした困りごとや介護に関する悩みなどをみなさ
んの身近な場所で気軽に相談し、ボランティアや関係機関・専門職が連携をして問題解決を図り、誰もが安心して暮ら
せるまちづくりを目指した事業です。
　現在中川区内では、小学校区を単位に相談窓口が設置され8学区が実施しています。

地域支えあい事業に関するお問合せは、中川区社会福祉協議会までご連絡ください。
正 色 学 区戸 田 学 区五反田学区八 幡 学 区昭和橋学区千音寺学区常 磐 学 区

中川区内では、下記の７学区でも支えあい相談窓口を実施しています。

中島学区地域福祉推進協議会会長と
ご近所ボランティアコーディネーター（相談担当）の皆さん

中島学区地域福祉推進協議会会長と
ご近所ボランティアコーディネーター（相談担当）の皆さん

介護予防と仲間づくりを目的とした事業（名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業）を名古屋市から本会
が受託、「みつば会」の愛称で実施。半期ごとに参加者（市内在住の６５歳以上の方）を募集、区内１６会場
で脳トレ、レク、体操など毎週さまざまなプログラムを実施しています。

「みつば会」とは？

　みつば会16会場の参加者、待機者の方を対象にした『みつば会交流会』を1月２９日に中川区役所講堂にて
開催しました。
　今回の交流会は、日ごろみつば会で講師をお願いしている、三輪淑子先生によ
る「音楽の時間」と露橋会場による「ドンパン節」、職員による「マツケンサンバ」で
大いに盛り上がりました。
　また今年度は、会場ごとに作成した作品の展示会も同時に実施し、工夫を凝ら
した力作をみなさん熱心に鑑賞されていました。
　みつば会では、参加者自身の生きがいに繋がる仲間づくりや、地域に役立てる活動を応援しています。

中島学区

今年も「みつば会交流会」を開催しました！今年も「みつば会交流会」を開催しました！

支えあい相談窓口開設５周年！
　　　～感謝状が贈呈されました～

中島学区支えあい窓口の皆さんからひと言！
　これからも中島学区のボランティアの皆さんと
協力し、学区住民の皆さんが気軽に相談できる窓口
を目指していきます。
　ボランティアをしてくれる方も募集中です！
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令和6年度 賛助会員加入状況報告
（令和７年１月３１日現在）

7,293,064円

 賛助会員にご加入をいただきありがとうございま
した。皆さまにご協力いただいた賛助会費は、地域
の福祉活動やボランティア活動の推進、高齢者の
ための福祉事業など、中川区の福祉のために活用
させていただきます。

令和6年度実績

９，589，７10円

 集まった募金は、中川区内の地域
福祉事業、愛知県内の社会福祉施
設の整備などに活用させていただ
きます。ご協力ありがとうございま
した。

令和6年度実績

令和6年度 赤い羽根共同募金
実 績 報 告

●一般募金 ９，３３３，４４７円
●歳末たすけあい募金 ２５６，２６３円

個人会員 5,671,064円
法人会員 1,622,000円

　区内の80歳以上の単身世帯と、80歳以上のみ世
帯を対象に1/9～1/30にかけて寝具の洗濯、乾燥を
実施しました。
　この事業の財源としている共同募金と賛助会費の
実績減少により、今年度はおひとり1,000円の負担を
お願いすることにしましたが、258人の方にご利用いた
だき、ふっくらと仕上がったお布団をお届けすることが
できました。

「高齢者寝具洗濯乾燥サービス事業」を行いました。

　11月26日、中川区役所講堂にて、児童・障がい・
高齢等の福祉専門職を対象に分野を超えてともに学
びあう集いを開催し、65名の方にご参加いただきま
した。
　同朋大学社会福祉学部の汲田千賀子教授に「多職
種連携のねらい」をテーマに「専門職は自分の専門と
他者の専門を知ってこそ連携できる」ことをお話しい
ただきました。グループワークでは、認知症のおばあ
ちゃんやうつ病のお母さん、不登校でヤングケアラーの子がいる家庭の事例について、自分が担当だったら
何ができるか、他の分野の支援機関にどうつなげていくとよいかなどお互いの分野のサービスや実情を情
報交換しながら話し合いました。
　昨年4月から市内全域で始まった「重層的支援体制整備事業」は、いろいろな困りごとを
抱えている人や世帯に対して、各分野の福祉サービスや地域の取り組みを重ねて支援して
いこうというものです。課題が複雑化し、ひとつの支援機関だけでは対応が難しい場合も
お互いの強みを活かし、みんなで一緒に考えていきたいと思っています。

「中川区福祉専門職連携の集い」開催報告
重層的支援体制整備事業

生活課題は数珠つなぎ!? 一緒に考えよう！生活課題は数珠つなぎ!? 一緒に考えよう！

今
年
も
実
施
し
ま
し
た
！
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＝この広報誌は、共同募金配分金と賛助会費を財源に作成しました＝
※Welなかがわ（年4回）の定期購読や音訳版・点訳版をご希望の方は本会までご連絡ください。

編集・発行

〒454-0875 名古屋市中川区小城町1丁目1-20
（中川区在宅サービスセンター内）

社会福祉法人

名古屋市中川区社会福祉協議会

区内のイベントやボランティア情報案内、研修室の貸出などを
行っています。お気軽にお問合せください！

TEL(052)352-8257 FAX(052)352-3825

寄付金および寄付物品は、中川区
の福祉の推進に有効に活用させて
いただきます。ありがとうございま
した。（令和6年１１月～令和7年１月）

寄付のお礼寄付のお礼

●円空仏彫刻 木端の会 様
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行事の主催者である福祉活動やボラン
ティア活動を目的とする団体、グループ等

ボランティア保険加入のご案内ボランティア保険加入のご案内ボランティア保険加入のご案内ボランティア保険加入のご案内

種　　類
対 象 者

活 動 保 険 行事用保険
年間を通して活動する方

個人、グループ、
特定非営利活動法人（NPO法人）
＜Ａプラン＞　250円
＜Ｂプラン＞　300円
＜Ｃプラン＞　500円
※天災に対応したプランも
　あります。（400円～）

＜日帰行事＞（宿泊を伴わない行事）
　１日１名につき30円～
　※20名以上から加入可能
＜宿泊行事＞（宿泊を伴う行事）
　1泊2日1名につき222円～

行事に参加する方

加入申込者

掛　　金

補償期間 加入の翌日から年度末まで 行事開催中

　ボランティア活動中の事故により、自身がケガをしたり、他人にケガをさせたり、他人の物を
壊してしまった場合などに対応する保険です。万一の事故に備えて加入をお勧めします。

※３月１0日（月）から令和7年度分の加入を受付します。

保険のお申込方法などにつきましては中川区社会福祉協議会までお問い合わせください。

詳しい保険の内容は愛知県社会福祉協議会のホームページで。
https://www.aichi-fukushi.or.jp/vol/index.html

備えましょう！

万一の事故に

 

安心してボランティア活動するために「ボランティア保険」に加入しましょう！

令和6年能登半島地震災害義援金
ご協力ありがとうございました

※ご協力いただきました義援金については、中央共同
募金会・被災地共同募金会にお届けしております。

　令和６年1月5日（金）から令和６年12月
27日（金）の間、中川区共同募金委員会へ、
みなさまから以下の義援金をお寄せいただ
きました。ご協力、誠にありがとうございま
した。

（令和６年１月５日～令和６年１２月２7日までの累計）
1,617,540円

受 付 方 法
中川区社会福祉協議会窓口にて受付

受 付 期 間
令和7年12月25日（木）まで

引き続き、下記の期間まで
「令和６年能登半島地震」の
義援金を募集しております。

いきいき支援センターからのお知らせ

（本センター）
4月4日（金）

6月6日（金）

8月1日（金）

（分　室）

5月2日（金）

7月4日（金）

9月5日（金）

西　部（いずれも14：00～）

4月10日（木）13：30～
5月19日（月）13：30～
6月13日（金）14：30～
7月16日（水）13：30～
8月 7 日（木）13：30～
9月 8 日（月）13：30～

東　部

～早期発見・早期治療が大切です～
医師（もの忘れ相談医）による専門相談

令和７年度上半期 認知症の人を介護する家族支援事業令和７年度上半期 認知症の人を介護する家族支援事業

このほか家族教室、家族サロンもございます。詳しくは下記問い合わせ先までお尋ねください。
●東部いきいき支援センター
電話３５４－８３４３

●西部いきいき支援センター（分室）
電話３６４－７２７３

●西部いきいき支援センター（本センター）
電話３５２－８２５８

　いきいき支援センターでは、認知症の人を介護する方へ様々な支援事業を行っています。家族が認知症かなと思った
時、認知症の人を介護していて困った時などは、一人で悩まずお気軽にご相談ください。

要申し込み 要申し込みもの忘れ相談医が認知症の症状や対応方法など、
心配ごとや困りごとの個別相談に応じます。

住み慣れた地域で認知症の人や家族の方を支援
する正しい知識や心がまえを学ぶ講座です。

～認知症の人や家族の方の応援団になりませんか～
認知症サポーター養成講座医師（もの忘れ相談医）による専門相談 認知症サポーター養成講座

メールドレス
ホームページ

nakagawaVC@nagoya-shakyo.or.jp
http://www.nakagawashakyo.jp

４月２８日（月）
５月２０日（火）
６月２３日（月）
７月１５日（火）
８月２５日（月）
９月１６日（火）

13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00

会　　　場
東　部

西部（本センター）
東　部
西部（分室）
東　部

西部（本センター）

日　　　程

あいち子ども楽校あいち子ども楽校あいち子ども楽校
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